
注⼒分野
（求める領域） ①エネルギー分野 ②農林⽔産分野 ③モビリティ分野 ④その他、北海道が抱える課題解決分野

共創・協業形態 ■共同研究、■実証実験、■業務提携（業務委託）、■事業投資

企 業 概 要 所 在 地 （本社） 〒100-8088 東京都千代⽥区⼤⼿町１丁⽬４番２号
（北海道⽀社）〒060-8636 北海道札幌市中央区南１条東１丁⽬５番１

設 ⽴ 1949年12⽉（創業1858年5⽉） 事業内容
● ライフスタイル、情報・物流、⾷料、アグリ事業、フォレストプロダクツ、化学品、⾦属、
エネルギー、電⼒、インフラプロジェクト、航空・船舶、⾦融・リース・不動産、建機・
産機・モビリティ・次世代事業開発・次世代コーポレートディベロップメント、その他の
広範な分野において、輸出⼊（外国間取引を含む）及び国内取引の他、各種サービス業務、
内外事業投資や資源開発等の事業活動を

資 本 ⾦ 262,947百万円

売 上 ⾼ 8,384,760百万円（2022年3⽉期）

従 業 員 数 4,379名（丸紅グループ46,100名）

業 種 総合商社 Webサイト https://www.marubeni.com/jp/

丸紅株式会社 Open Innovation Challenge Pitch HOKKAIDO 2022

オープンイノベーションによる北海道発の新技術・サービスの創出ビジョン

パートナーに求めるニーズ 具体的内容・要件

環境負荷の低減・循環経済への移⾏に向け
た新技術・サービスの提案

●資源・素材リサイクル分野での新たな技術・サービスの提案
●新たな脱炭素ソリューションの開発・提案（廃棄物のエネルギー化技術／CO2の回収・利活⽤・貯蔵技術 等）
●再⽣可能エネルギー・分散型電源・蓄電池分野での新たな技術・サービスの提案
●⽔素・アンモニア・バイオ燃料等の新エネルギーを活⽤したビジネスの提案

農林⽔産業の効率的・安定的な経営に向け
た新技術・サービスの提案 ●農林⽔産分野における作業の省⼒・効率化／安定⽣産／品質向上等に向けての新たな技術・サービスの提案

モビリティ関連における新技術・サービス
の提案 ●MaaS／⾃動運転／EV／バッテリーマネジメントに関連する新たな技術・サービスの提案

北海道が抱える課題解決ソリューションの
提案

●⼈⼿不⾜（「担い⼿（後継者不⾜）」・「働き⼿不⾜」）問題の解決に向けての新たな技術・サービスの提案
（ロボットやAI技術を活⽤した、製造・物流・介護・ビル管理・清掃現場の省⼒・効率化）
●融雪・除雪現場の省⼒化のための新たな技術・サービスの提案
●⿃獣害対策に関する新たな技術・サービスの提案（⿃獣の検知／捕獲／威嚇・追い払い 等）

https://www.marubeni.com/jp/

